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カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵

『
百
人

一
首
秘
註
』
と

中
院
通
村
の
百
人

一首
注

『後
十
抄
』

は
じ
め
に

カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
大
学
パ
ー
ク
レ
ー
校
一所
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

『百

人

一
首
秘
註
外
歌
書
註
釈
八
冊
』
な
る
書
が
あ
る

（注
１
）
。
外
題
の
小

す
と
お
り
、
第

一
冊
目
は
百
人

一
首
の
注
で
あ
り
、
他
七
冊
は
別
種
の
百

人

一
首
注
及
び
そ
の
他
の
歌
注
で
あ
る
。
こ
の
第

一
冊
目
が
い
さ
さ
か
興

味
深
い
も
の
な
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

国
文
学
資
料
館
が
バ
ー
ク
レ
ー
校
を
調
査
し
た
際
の
、
紙
焼
写
真
に
基

づ
く
紹
介
で
あ
る
の
で
、
書
誌
的
な
報
告
は
不
完
全
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
が
、
判
明
す
る
か
ぎ
り
を
述
べ
る
。
外
題
は
表
紙
左
に

『百
人

一
首
秘

註
外
歌
薯
護
釈
八
冊
』
と
あ
り
、
内
題
は
な
い
。

『百
人

一
首
秘
註
』
な

る
書
名
が
本
来
の
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
り
、
普
通
名
詞
と
し
て
付
さ

れ
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
後
そ
う
称
す
。
奥
書

・
識
語
の
類

は

一
切
な
い
。

墨
付

一
二
九
丁
。
漢
字
平
仮
名
片
仮
名
交
じ
り
で
、　
一
面
六
行
か
ら
七

田

島

　

智

子

行
。
達
筆
だ
が
、
非
常
に
急
い
だ
書
き
方
で
あ
り
、
所
々
乱
雑
に
墨
で
消

し
て
書
き
直
し
て
あ
る
。
メ
モ
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。

一
丁
オ
に
天
聟
大
皇
歌

・
持
統
天
皇
歌

。
柿
本
人
麿
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
丁
ウ
か
ら
四
丁
オ
ま
で
序
説
、
四
丁
ウ
か
ら
歌
注
が
始
ま
る
。
歌

一
首

の
注
に
お
よ
そ

一
丁
が
費
や
さ
れ
て
お
り
、
百
首
全
て
の
注
が
存
す
る
。

二
十
二
丁
と
二
十
三
丁
の
間
に
錯
簡
が
あ
る
。
本
来
逆
だ
っ
た
は
ず
だ

が
、
三
十
三
丁
ウ
末
行
と
二
十
四
丁
オ

一
行
日
の
書
き
出
し
の
高
さ
が
同

じ
で
あ
る
た
め
、
綴
じ
誤
っ
た
も
の
か
。
ま
た
、
以
下
の
四
ヵ
所
は
自
紙

で
あ
る
。三

十
二
丁
オ

（第
二
十
三
大
江
千
里
歌
注
の
途
中
）

二
十
九
丁
ウ
四
行
日
以
後
と
四
十
丁

（第
二
十
八
源
宗
干
歌
注
の
後
）

七
十
八
丁
ウ
四
行
日
以
後
と
八
十
丁

（第
六
十

一
伊
勢
大
輔
歌
注
の
後
）

一
〇
四
丁
オ
ニ
行
日
以
後
と

一
〇
四
丁
ウ
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（第
八
十
待
賢
門
院
堀
川
歌
注
の
後
）

三
十
二
丁
オ
千
里
歌
の
途
中
に
自
紙
が
あ
る
の
は
、
錯
簡
に
よ
っ
て
生

じ
た
も
の
か
。
し
か
し
、
原
本
を
見
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、
原
因
は
不

明
と
い
う
し
か
な
い
。
残
り
の
自
紙
は
、
ち
ょ
う
ど
二
十
首
か
ら
二
十
首

置
き
に
等
間
隔
に
あ
る
。
講
義
が
い
っ
た
ん
そ
こ
で
終
了
し
た
と
い
う
、

区
切
り
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一　
序
説
の
検
討

序
説
は
、

一
此
百
人

一
首
卜
い
ふ
事

○
定
家
卿
山
荘
の
歌
也

人
こ
と
に
山
荘

ハ
ア
ル
物
也

隠
遁
の
所
也

に
始
ま
り
、

①

「し
の
は
れ
む
物
と
は
な
し
に
を
く
ら
山
軒
は
の
松
そ
な
れ
て
久

し
き
」
と
い
う
定
家
歌
が
あ
る
こ
と

②
新
古
今
が
花
ば
か
り
で
実
が
な
く
定
家
の
心
に
か
な
わ
な
か
っ
た

こ

Ｌ
ｃ

③
為
家
の
時
か
ら
流
布
し
た
こ
と

な
ど
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
序
説
を
持
つ
注
は
、

近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
最
も
尊
重
さ
れ
た

『百
人

一
首
幽
書
林
ビ

で
あ
る

（注
２
）
。
紙
面
の
都
合
上

『幽
斎
抄
』
の
全
文
を
掲
げ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、
①
～
③
の
内
容
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

詳
し
く
両
者
を
比
較
す
る
と
、
微
妙
に
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

②
の
項
目
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『幽
斎
抄
』
で
は
、

出
集
ズ
編
博
辱
菫
Ч
屈
眉
騰
月
以
梨
纂
い
蠣
Ｊ
蓼
螢
ヨ
■
■
ａ
に
よ
り

本
意
と
お
ぼ
さ
ぬ
な
る
べ
し
。
科
れ
ば
黄
門
の
心
あ
ら
は
れ
が
た
き

事
を
回
惜
く
思
ひ
給
故
に
古
今
百
人
の
歌
を
撰
て
山
庄
に
を
き
る
ゝ

物
也
。
此
薔
置
慰
■
３
獄
曇
褒
墨
「
胃
望
曇
雲
筆
盟
利
月
墜
尉
其
後
堀

河
廃
御
略
新
を
承
は
り
て
新
勅
撰
集
を
撰
曖
る
ｏ
此
集
の
心
は
新
古

今
を
ヽ
す
べ
き
の
た
め
に
力
を
入
れ
て
実
の
あ
る
歌
を
入
ら
れ
た
り
。

綿
秘
黎
輌
磐
曇
興
絡
壇
壕
■
壕
撼
尽
Ｌ
ｏ

（注
３
）

と
、
述
べ
て
い
る
。
波
線
部
に
よ
っ
て
要
約
す
る
と
、
新
古
今
和
歌
集
が

花
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
を
正
そ
う
と
百
人

一
首
を
撰
ん
だ
の
で
あ
り
、
こ

の
百
首
は
実
を
旨
と
し
花
を
少
Ｌ
兼
ね
て
い
る
、
新
勅
撰
集
も
こ
の
百
首

の
心
と
同
じ
で
あ
る
、
と
な
ろ
う
か
。　
一
方
、

『百
人

一
首
秘
註
』
で
は
、

０
妖
婁
記
些
里
ロ
ア
ッ
ム
ル
事
六

〇
新
古
今
集

定
家
心
二
か
な
ハ
ス
○
其
子
細
ハ

二
一ア

ソ
ヽ
き
た
る
体
ナ
ル
故
也

○
そ
れ
ニ
ヨ
リ
テ
○
後
堀
河
院
御
時

新
勅
撰
フ
申
ウ
ケ
ニ
遷
秀
ｕ

是
又
○
穂
ガ

，
引
け
で
α
完
は
力、―
明
也

こ
ゝ
に
子
細
ア
リ
ト
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そ
れ
ハ
○
定
家
ハ
実
ハ
カ
リ
フ
こ
の
む
物
と

メ■
路
И
４
曇
で
○
我
山
荘
ニ

菫
菫
引
曇
顧
豪
ヲ
カ
ル
ゝ
也

と
、
な
っ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、
新
古
今
集
が
花
ば
か
り
で
あ

っ
た
の

を
正
そ
う
と
新
勅
撰
集
を
撰
ん
だ
と
こ
ろ
が
、
今
度
は
実
ば
か
り
で
あ
っ

た
、
そ
れ
を
訂
止
す
る
目
的
で
百
人

一
首
を
撰
ん
だ
、
と
な
る
。
つ
ま
り
、

新
古
今
和
歌
集
が
花
ば
か
り
で
、
百
人

一
首
が
花
実
相
兼
で
あ
る
、
と
い

う
点
で
は
両
者
同
意
見
だ
が
、
新
勅
撰
集
に
つ
い
て
は

『幽
斎
抄
』
は
花

実
相
兼
と
い
う
説
、

『百
人

一
首
秘
註
』
は
実
ば
か
り
で
不
本
意
だ
っ
た

と
い
う
説
を
と
っ
て
い
る
。

後
者
は
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
た
説
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
手
が
か

り
と
な
る
も
の
に
、

『後
陽
成
抄
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
後
陽
成
天
皇
の
注

が
あ
る
。
江
戸
期
、
皇
室
に
お
い
て
も
盛
ん
に
百
人

一
首
の
注
釈
が
行
な

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
最
初
期
の
注
で
あ
る
。
後
陽
成
天
皇
独
自
の
注
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
現
存
し
な
い
注
も
含
め
て
、
様
々
な
先
行
注
を
集

成
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

績
各
開

一‐
謝
、
新
古
今
を
撰
せ
ら
る
ゝ
時
分
は
、
定
家
卿
母
逝
去
に

て
喪
に
ゐ
ら
れ
し
か
ば
無
出
頭
、
依
之
新
古
今
彼
卿
の
気
に
合
ざ
り

し
と
也
。
新
古
今
あ
ま
り
に
花
や
か
過
ぎ
た
る
に
よ
り
て
、
新
勅
撰

に
は
実
過
ぎ
た
る
と
也
。
此
百
首
の
巻
頭
に
天
智
天
皇
を
を
か
る
ゝ

事
は
、
天
下
の
民
を
あ
は
れ
み
給
故
と
云
々
。

（注
４
）

と
い
う
、
称
名
院
の
一
説
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
波
線
部

「新
勅

撰
に
は
実
過
ぎ
た
る
と
也
」
か
ら
推
し
て
、

『百
人

一
首
秘
註
』
と
同
じ

く
、
新
勅
撰
集
は
実
ば
か
り
で
、
定
家
は
不
本
意
だ
っ
た
と
い
う
説
と
思

わ
れ
る
。
称
名
院
と
は
、
三
条
西
実
隆
の
子
公
条
で
あ
る
。

『百
人

一
首

秘
註
』
が
、
三
条
西
家
流
の
注
を
受
け
継
い
で
い
る
可
能
性
を
ま
ず
指
摘

で
き
よ
う
。

一
一　
歌
注
の
検
討

序
説
は
、
概
ね

『幽
斎
抄
』
に
類
似
し
、
三
条
西
家
の
流
れ
も
受
け
て

い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
で
は
次
に
、
巻
頭
歌
天
智
天
皇

「秋
の
日
の
か
り

ほ
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
わ
か
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ
」
か
ら
歌
注
を
検
討

し
よ
う
と
思
う
が
、
そ
の
前
に
こ
の
歌
に
施
さ
れ
て
き
た
注
の
概
観
を
、

代
表
的
な
書
に
よ
っ
て
示
し
て
お
く
。

『宗
祗
抄
』
は
、
二
条
家
流
の
古
注
で
あ
る
が
そ
れ
に
は
、

か
り
ほ
の
庵
と
は
、　
一
説
は
苅
穂
の
庵
、　
一
説
に
は
か
り
庵
の
い
ほ

也
。
苅
穂
の
時
も
か
り
を
と
よ
む
へ
き
と
そ
。
但
猶
か
り
庵
よ
ろ
し

か
る
へ
き
に
や
。
古
の
歌
は
お
な
し
こ
と
を
か
さ
ね
よ
む
事
、
常
の

儀
也
。
さ
て
歌
の
心
は
、
秋
の
日
の
庵
の
そ
の
時
過
ぎ
て
、
秋
も
末

に
成
つ
て
苫
な
と
も
朽
は
て
、
露
を
ふ
せ
く
事
も
な
き
ま
ゝ
露
の
た

う
ノ
ヽ
と
を
き
あ
ま
り
た
る
こ
と
く
、
我
か
袖
の
ぬ
る
ゝ
よ
し
也
。

一尋
蜃
藝
目
２
熙
●
壌
ａ
ｍ
歌
也
・
此
君
九
州
に
お
は
し
ま
す
時
、
世

を
お
そ
れ
給
う
て
か
る
か
や
の
関
を
す
へ
、
往
来
の
人
を
な
の
ら
せ

・ぐ
Ｆ
ル
給
■
し
手
あ
る
は
、
天
子
の
御
身
に
て
御
用
心
の
事
あ
る
は
、

玉
遺
晨
測
剰
麟
瑣
撃
曇
壕
鮒
欄
盟
黒
菫
騒
ｇ
コ
咄
富
慨
と
そ
ｏ
〈以
下

-44-



略
〉

（注
５
）

と
、
か
る
か
や
の
関
の
説
話
に
か
ら
め
て
説
明
し
て
い
る
。
か
る
か
や
の

関
の
説
話
と
は
、

『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
六
、
七
年
に
記
さ
れ
た
百
済

援
兵
の
記
事
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
０

『奥
儀
抄
』

『和
歌
童
蒙
抄
』

等
の
歌
論
書
に
よ
れ
ば
、
天
智
天
皇
が
か
る
か
や
の
関
を
据
え
て
、
通
る

人
ご
と
に
名
乗
り
を
さ
せ
た
、
そ
れ
を
詠
ん
だ
の
が

「朝
倉
や
木
の
丸
殿

に
家
い
し
て
名
乗
り
を
し
つ
つ
い
く
は
た
が
こ
ぞ
」
と
い
う
歌
で
あ
る
と

い
う
話
で
あ
る
。　
コ
織

抄
』
は
、
天
子
の
身
で
関
を
据
え
て
用
心
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
王
道
が
衰
え
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
王
道
述

懐
の
歌
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

『幽
斎
抄
』
は
、

『宗
祗
抄
』
系
の
古
注
を
根
幹
に
、
師
三
条
西
実
枝

含
一光
院
）
の
説
等
を
付
加
え
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
は

コ
盃
嘔
抄
』
の

注
に
加
え
て
、

か
り
ほ
は
穂
と
云
説
あ
れ
ど
も
た
だ
か
り
ほ
と
よ
む
べ
し
。
猶
是
を

尋
ぬ
べ
し
と
云
事
は
、
此
御
円
穏
菫
斑
率
須
蘇
蝋
略
翻
悧
機
擬
燎
Ｗ

最

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
適

ぎ
た
る
か
り
庵
に
て
田
を
守
り
民
の
心
を

つ
く
す
を
御
覧
じ
て
、
不

便
の
わ
ざ
か
な
と
天
子
の
御
袖
に
な
み
だ
を
か
け
ら
れ
た
る
を
、
我

衣
で
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ
と
あ
そ
ば
し
た
る
也
。
天
子
の
御
歌
に
て
尤

も
感
深
き
な
り
。
〈中
略
〉
徊
謝
ど
測
４
ｏ
雌
裏
α
奥
倒
ば
諒
闇
０

御
歌
な
り
。
平
民
の
も
の
も
侍
直
と
て
父
母
喪
の
時
、
つ
つ
し
み
居

る
所
な
り
。
天
子
は
諒
闇
の
時
父
御
門
の
御
か
な
し
び
に
つ
き
て
、

か
り
庵
を
作
り
か
た
は
い
に
し
て
板
布
を
提
げ
、
あ
し
の
簾
を
か
け

苫
に
ふ
し
壊
を
枕
に
す
と
い
ふ
な
り
。

〈中
略
〉
孝
行
の
道
を
上
下

万
民
本
と
す
る
故
に
、
此
歌
を
定
家
卿
百
人

一
首
の
巻
頭
に
を
か
れ

じ
と
な
り
。

〈以
下
略
〉

と
あ
る
。
ま
ず

「御
説
」
即
ち
実
枝

（三
光
院
）
説
と
し
て
、
天
智
天
皇

が
特
に
民
を
い
た
わ
る
性
分
で
あ
り
こ
れ
も
民
の
上
を
思
し
召
し
悲
ｔ
ん

だ
の
だ
、
と
い
う
説
を
挙
げ
て
い
る
。
次
い
で
、
裏
の
奥
儀
は
九
州
で
母

天
皇
が
莞
じ
た
際
の
諒
闇
の
歌
で
あ
る
、
と
い
う
説
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
他
、
飛
鳥
井
流
か
と
推
定
さ
れ
る
頼
孝
本

『小
倉
山
庄
色
紙
和
歌
』

に
は
、

〈前
略
〉
こ
れ
は
う
０
麒
‥こ―
衛
鰐
デ
減
引
顔
明
曖
と
ま
Ч
み
れ
な
な

田
の
い
ほ
を
御
ら
ん
じ
て
み
や
こ
い
と
こ
ひ
し
く
て
、
御
身
の
う
ヘ

を
し
ゆ
つ
く
わ
い
の
御
う
た
な
り
。

〈以
下
略
〉

（注
６
）

と
、
筑
紫
行
幸
の
際
に
荒
れ
た
田
を
見
て
の
述
懐
の
歌
と
す
る
説
が
あ
る
。

古
注
で
行
な
わ
れ
て
い
た
説
は
、
以
上
四
説
に
尽
き
る
。

で
は

『百
人

一
首
秘
註
』
を
見
て
み
よ
う
。

①

一
側
御
劉
圏
国
ョ
測
瑚
劃
利
，

劇
適
明
∃
倒
徊
列
国
劃
劉
割
倒

②
　
Ｏ
測
因
「
冽
民
州

０
割
洲
コ
樹
訓
瑚
剣
司

卜
由
‐テ

○
春
ノ
ス
キ
か
へ
し
ヨ
リ
○
辛
労
ス
ル
也

③
　
Ｏ
さ
れ
ハ
其
ヲ
お
ほ
し
メ
シ
テ

Ｑ
力
民
の
上
ヲ
　
　
御
憐
慇
の
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御
こ
ゝ
ろ
よ
り
○
讐
ハ
ア
ノ
民
の

○
秋
の
田
の

か
り
そ
め
ナ
ル
○
疎
屋

風
司
露
刊
列
マ‐
刻
利

ヨー
州
刊
コ
国
刻
判
倒
Ч
州
コ
沐
の
上

０
御
劇
ｑ
樹
′、―
個
劇
制

ま
き
る
と
の
○
　
　
　
　
御
製
ナ
リ

④

Ｏ
か
り
ほ
ハ
カ
リ
ニ
リ
ｕ

⑤

Ｏ
此
御
代
ハ
六
十
余
州
ハ
申
不
及

海
ノ
外
ま
て
○
し
ろ
し
め
す
御
代
也

〇
タ
イ
ウ
ケ
給
也

⑥

Ｏ
然
一二
盃
鵬抄
二
〇
イ
セ
ツ
ノ
沙
汰
ア
リ

不
用
也
宗
祗
抄
ノ
ル
不
用
ノ
事
共
ア
リ

子
細
ア
リ

と
あ
る
。
途
切
れ
が
ち
の
文
章
で
内
容
を
把
握
し
難
い
が
、
ま
と
め
る
と
、

①
定
家
が
こ
の
歌
を
巻
頭
歌
に
し
た
の
は
、
政
道
明
王
の
徳
を
ほ
め

る
た
め
で
あ
る
こ
と
。

②
大
下
の
民
は
、
春
耕
夏
転
秋
苅
冬
蔵
と
言
っ
て
辛
労
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

③
左
民
の
上
を
哀
れ
む
心
か
ら
、
疎
屋
で
風
も
露
も
た
ま
ら
な
い
民

の
袖
よ
り
も
そ
の
袖
は
ぬ
れ
ま
さ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
。

④
か
り
ほ
は
仮
の
庵
で
あ
る
こ
と
。

◎
大
智
天
皇
の
治
世
に
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
高
麗
の
軍
を

も
助
け
海
外
ま
で
治
め
た
こ
と
。

⑥
宗
祗
抄
の
異
説
は
不
用
で
あ
る
こ
と
。

の
、
お
よ
そ
六
項
目
に
な
ろ
う
。

①
か
ら
③
ま
で
は
、
つ
ま
り
は
民
の
上
を
思
し
召
し
悲
し
ん
だ
と
い
う

説
で
あ
り
、
そ
れ
は

『幽
斎
秒
』
に
実
枝

（三
光
院
）
説
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
他
に
も
、
常
光
院
流
の

『経
厚
抄
』

冷
泉
家
流
の

『米
沢
抄
』

『天
理
本
聞
書
』

『師
説
抄
』
等
に
あ
り
、
割

に
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
だ
が
②

「春
耕
夏
転
…
…
」
と
漢
書

等
の
中
国
古
典
を
引
用
し
て
い
る
点
は
、
他
注
に
な
い
注
目
す
べ
き
特
色

で
あ
る

（注
７
）
。

④
は

『宗
祗
抄
』
以
来
の
説
で
あ
る
。
⑤
は
、　
コ
織

抄
』
の
、
か
る

か
や
の
関
を
据
え
た
の
は
、
王
道
も
衰
え
た
し
る
し
と
解
す
る
説
と
は
対

照
的
に
、
天
智
天
皇
の
治
世
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。

⑥
は
、
二
条
家
流
の

『宗
祗
抄
』
に
批
判
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
世
初
期
に
、
後
十
輪
院
と
号
し
た
中
院
通
村
の
注
で
あ

る
、

『後
十
砂
』
な
る
書
が
成
立
し
た
。
残
念
な
が
ら

『後
十
妙
』
自
体

は
現
存
し
な
い
が
、
そ
れ
を
引
用
し
た
後
水
尾
院
注
に
よ
っ
て

一
部
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

『百
人

一
首
御
講
釈
聞
書
』
は
、
後
水
尾
院
が
寛
文

元
年

（
一
六
六

一
）
に
朝
廷
で
講
義
を
行
な
っ
た
際
の
、
飛
鳥
井
雅
章
ら

に
よ
る
聞
書
、

『百
人

一
首
御
抄
』
は
自
身
に
よ
る
清
書
本
で
あ
る
。
よ

り
整
理
の
行
届
い
た

『百
人

一
首
御
抄
』
に
よ
れ
ば
、

『後
十
抄
』
は
天

智
天
皇
歌
に
、



動

一ム
、

欄
ヨ
祭
ζ
ヽ
■
彗
ョ
興
割
報
や
ｏ
書品
ｒコ
ノ
土昼
①
蘭
翻
馴
劉
列
割
馴
「
刊
測
「
綱
引
Ч

調
「
「
Ｊ
酬
固
側
劉
「
冽
徊
割
欄
四
到
輛
Ч
Ｊ
②
ｍ
劉
劉
Ｎ
列
酬
「
Ｄ
□
写
〈
ノ
太
斗
、

優
テ
百
姓
ノ
字
ヲ
ミ
タ
カ
ラ
ト
訓
ス
。
割
棚
コ
翻
凶
刈
劉
硼
守

年

中
粒
々
ノ
辛
苦
不
可
勝
計
。
此
苦
労
ハ
上

一
人
ノ
苦
也
。
万
民
ノ
歓

ハ
上

一
人
ノ
楽
也
。
王
者
ノ
道
、
民
卜
倶
二
楽
ミ
民
卜
共
二
苦
ム
．

サ
レ
ハ
Ω
囲
『
翻
罰
ぶ
得
ス
酬
ョ
引
剤
引

ヌ‐
民
乙
側
訓
馴
刊
ガ

民
刻
目
∃
御
棚
′、‐
翻
刈
И
マ‐
洲
ノレ‐
ト
ノ
義
也
。
此
叡
心
ノ
故
二
此
御

岱
大
下
治
り
、
Ｑ
団
嘲
自
∃
到
冽
剣
引
籍

ヘ
リ
。
璽
婦
、
昨
日
到

城
郭
、
帰
来
涙
満
中
、
遍
身
綺
羅
者
、
不
是
養
蚕
人

（無
名
氏
）

憫
農
、
鋤
禾
日
当
年
、
汗
滴
禾
下
土
、
誰
知
盤
中
喰
ヽ
粒
″
皆
辛
苦

（李
紳
）
。

（注
８
）

と
注
し
て
い
た
ら
し
い
。
ま
ず
波
線
部
で
、
称
名
院
公
条
説
即
ち
、
諒
闇

説
に
首
肯
し
て
い
る
。
そ
の
後

「黄
門
ノ
意
」
か
ら
自
説
を
展
開
し
て
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
傍
線
部
の
ご
と
く

『百
人

一
首
秘
註
』
と
記
述
の

重
な
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
色
で
あ
っ
た
②
も
は
た
し
て

『後
十

抄
』
に
あ
る
。

『後
十
抄
』
を
簡
略
に
し
る
せ
ば
、

『百
人

一
首
秘
註
』

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。

も
う

一
例
、
第
五
猿
丸
大
夫
歌

「奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
鳴
く
鹿
の
声

聞
く
と
き
そ
秋
は
悲
し
き
」
を
挙
げ
よ
う
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は

『宗
祗

抄
』
が
、
鹿
は
端
山
の
紅
葉
が
散
り
あ
ら
わ
に
な
る
頃
、
深
山
の
絵
を
あ

て
に
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
此
の
秋
は
世
間
の
秋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

注
し
て
い
た
。
そ
の
後

『幽
斎
抄
』
が
、
紅
葉
は
奥
山
か
ら
先
に
散
る
も

の
だ
か
ら
逆
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
以
来
、
こ
の
説
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

『後
十
抄
』

『百
人

一
首
秘
註
』
も

『幽
斎
抄
』
と
同
内
容
な
の
だ
が
、

三
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、

『後
十
抄
』
と

『百
人

一
首
秘
註
』
の
近
さ

は
歴
然
と
し
て
い
る
。
次
貝
参
照
。
傍
線
ｒ
不
し
た
如
く
、
叙
述
の
仕
方

が
き
わ
め
て
似
て
い
る
。

『後
十
抄
』
を
為
し
た
通
村
の
父
は
、
也
足
軒
通
勝
。
細
川
幽
斎
か
ら

和
歌
や
古
典
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
り
、

『幽
斎
抄
』
の
奥
書
に
、

「作
者

之
系
譜
等
也
足
軒
被
勘
加
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『幽
斎
抄
』

に
従
来
に
な
い
整

っ
た
系
図
を
加
え
る
こ
と
で
貢
献
の
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
母
は
、
京
都
大
学
中
院
本

『当
家
略
系
図
』
に
よ
れ
ば
、
細
川

幽
斎
の
女
、
実
は
幽
斎
の
孫
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
天
正
十
六
年

（
一
五
八

八
）
、　
一
説
に
は
天
正
十
五
年

（
一
五
八
七
）
に
生
れ
、
承
応
二
年

（
一

六
五
三
）
に
、
六
十
六
歳
又
は
六
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。
通
村
は
、
和

歌

・
和
学
の
伝
授
は
、
父
也
足
軒
通
勝
よ
り
受
け
た
が
、
父
の
没
後
は
三

条
西
実
条
に
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

通
村
が
、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
二
月
十
八
日
か
ら
、
内
裏
の
小
御

所
で
百
人

一
首
を
講
じ
、
後
水
尾
院
を
初
め
廷
臣
が
聴
聞
し
た
こ
と
は
、

『尚
嗣
公
記
』

『禁
裏
番
衆
所
日
記
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

『後
士
塑

は
そ
の
際
の
注
か
と
思
わ
れ
る
。

『百
人

一
首
秘
註
』
が
そ
の

『後
十
抄
』
と
関
連
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

序
説
に
ほ
の
見
え
て
い
た
、
三
条
西
家
流
の
影
響
と
も
符
合
す
る
。
通
村

は
、
三
条
西
実
枝

（三
光
院
）
―
幽
斎
―
通
勝
と
繋
が
る
父
通
勝
の
教
え

と
、
実
条
の
教
え
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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『幽
斎
抄
』

此
歌
は
、
奥
山
に
と
い
へ
る
五
も
じ
干
心
也
。

も
と
の
抄
云
、
は
や
ま
の
紅
葉
は
ち
り
て
お
く

山
の
木
葉
ち
る
時
分
、
其
か
げ
を
た
の
み
て
な

く
と
い
ふ
な
り
。
こ
れ
は
あ
や
ま
り
な
り
。

も
み
じ
は
、
お
く
山
よ
り
ち
り
て
は
山
が
お
そ

き
も
の
な
り
。
又
庭
な
ど
に
あ
る
は
、
山
よ
り

も
猶
の
ち
に
い
ろ
づ
き
、
ち
り
な
ど
も
す
る
な

り
。
花
は
又
紅
葉
に
か
は
り
て
、
は
山
よ
り
さ

き
て
次
第
に
山
ふ
か
く
さ
き
侍
る
に
や
。
此
歌

は
、
秋
の
何
の
時
か
な
し
き
と
い
へ
ば
、
鹿
の

の
う
ち
佗
て
晴
と
き
の
秋
が
い
た
り
て
か
な
し

き
と
い
ふ
義
な
り
。

此
秋
は
世
間
の
秋
な
り
。
こ
ゑ
き
く
人
に
か
ぎ

る
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
余
情
か
ぎ
り
な
き
歌
な

り
。
い
つ
れ
の
先
達
の
注
に
か
侍
り
け
ん
、
月

や
あ
ら
ぬ
ほ
ど
の
歌
と
い
は
れ
け
る
と
ぞ
。
俊

恵
歌
に
竜
田
山
こ
ず
ゑ
ま
ば
ら
に
成
ま
ヽ
に
ふ

か
く
も
鹿
の
そ
よ
ぐ
成
哉
。

『後
十
紗
』

後
十
妙

ム
、
冽翻
引
創
劉
州
到
劉
劉
Ⅶ
翻
矧
「

州
則
冽
馴
∃
翻
副
「
測
則
ｇ
剰
翻
翻
訓
「

漸
ハ
ヤ
マ
ヘ
鹿
ノ
出
時
分
ヲ
、
奥
山
二
紅
葉
踏

分
ル
ト
云
也
。
山
二
帰
ル
鹿
ニ
ハ
非
ス
。
中
秋

ノ
時
分
卜
曰
天
タ
リ
。

是
ハ
秋
ノ
感
Ｚ
ム
ヘ
リ
。
日
間
列
川
劃
刊
訓
冽

ム
ハ
、
‥

躙
州
刑
田
到
鹿
ノ
鳴
比
也
。
□
刻
嘲
劃
団
二‐
州

洲
列
σ
俊
恵
法
師
、
立
田
山
槍
マ
ハ
ラ
ニ
成
マ

ヽ
二
深
ク
モ
鹿
ノ
ソ
ョ
ク
ナ
ル
哉
。
此
歌
ハ
季

秋
心
欺
。
秋
深
ク
ナ
レ
ハ
又
深
山
ニ
カ
ヘ
ル
ナ

リ
。
奥
山
ノ
千
入
ノ
紅
葉
色
ソ
コ
キ
都
ノ
壁
南

イ
カ
ニ
染
ラ
ン
、
土
御
門
院
御
製
。

『
百
人

一
首
秘
註
』

一
此
歌
ノ
心
ヲ
、
外
山
ヨ
リ
深
山

へ
入
鹿
ト
イ

フ
説
ア
リ
。
不
用
也
。

○
其
故
ハ
、
深
山
ハ
紅
葉
は
や
く
外
山
ハ
遅
し

倒
洲
到
Ш‐
釧
創
劉
詞
利
ノレ‐酬
側
＝
測
調
Ч
劉
溜
∃
「
創
羽
ヲ

フ
ミ
分
テ
外
山
へ
出
ル
鹿
ヲ
奥
山
ト
ハ
云
。

Ｑ
困
司
副
副
引
副
劇
劃
刻
ｑ
酬
調

副
棚
副
剰
瀾
劃
躙
州
翻
翻
回
磐
司

咽̈
コ
コ
□
例
Щ
到
川
Ｈ
倒
ｏ
お
な
し
事
な
る
ヘ

し
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〓
一

『後
十
抄
』
と
の
関
連
の
検
討

百

首

全

部

に
、
例

示

し

た
ご

と

き

『
後

十

紗

』

と

の
近

い
関

係

が
指

摘

で
き

れ
ば

よ

い

の
だ

が

、

そ
う

は

い
か

な

い
。

ま
ず

、

後

水

尾

院

の

『
百

人

一
首

抄

』

に

『
後

十

抄

』

が

ま

っ
た

く
引

用

さ
れ

て

い
な

い
時

が

あ

る
。

歌

番

号

で

い
う

と

、

‐５

。
‐６

・
２７

・
２９

。
３‐

．
３２

・
３３

・
３５

。
４２

・
４９

。
５２

・
５５

。
６‐

．
６４

・
６８

・
７４

・
７９

。

８‐

．
８２

・
８３

・
８４

・
８５

。
８８

。
９４

。
９６

。
９７

・
９８

の
計
一
一十
七
首
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
さ
れ
て
い
る
分
量
が
あ
ま
り
に
少

な
く
て
、
比
較
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
便
宜
的
に

『百
人

一
首
抄
』
に

引
用
さ
れ
て
い
る
行
数
が
、
三
行
以
下
の
も
の
を
列
挙
す
る
と
、

２

（
２
Ｙ

３

（
３
Ｙ

８

（
３
Ｙ

ｌＯ

（
３

Ｙ

ｌ４

（
ｌ
Ｙ

‐９

（
２
Ｙ

２３

（
３
Ｙ

２４

（
３
）
ｏ
２５

（
２
Ｙ

２６

（
３
Ｙ

２８

（
３
Ｙ

３６

（
２
Ｙ

３７

（
２
Ｙ

３８

（
ｌ
Ｙ

３９

（
１
）
。
４０

（
３
）
ｏ
４‐

（
３
）
ｏ
４４

（
３

Ｙ

４５

（
２
）
ｏ
４６

（
２
）
ｏ
４７

（
１
）
。

４８

（
ｌ
Ｙ

５０

（
２
Ｙ

５３

（
２
Ｙ

５４

（
３

Ｙ

５６

（
３
Ｙ

５７

（
２
Ｙ

６３

（
３
Ｙ

６５

（
３
）
ｏ
６６

（
１
）
。
６７

（
３
）
ｏ
６９

（
２

）
ｏ
７０

（
ｌ
Ｙ

７‐

（
１
）
。
７３

（
２
）
・

７８

（
２
Ｙ

８６

（
２
Ｙ

９２

（
ｌ
Ｙ

‐０

０

（
２
）
　

　

　

　

　

（
）
内

は
行

数

。

の
計
二
十
九
首
。
以
上
は
検
討
か
ら
除
外
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

残
り
の
二
十
四
首
に
つ
い
て
、

『後
十
抄
』
と
の
関
連
を
調
査
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
次
の
ご
と
く
な
っ
た
。

『後
十
紗
』
に
近
い
も
の
二
十
首

１
（
７
）
ｏ
４
（
７
Ｙ
５

（
７
Ｙ
６

（
１０
Ｙ
７
（
４
Ｙ
９

（
１０
Ｙ
Ｈ
（
６
Ｙ

‐２

（
４
）
ｏ
ｌ３

（
６
Ｙ

ｌ７

（
Ｈ
Ｙ

‐８

（
６
Ｙ
２０
（
６
Ｙ
２‐
（
５
Ｙ
２２
（
６
Ｙ

３０
（７
）
ｏ３４
（５
）
ｏ４３
（４
Ｙ
６０
（４
）
ｏ６２
（５
）
ｏ７７
（４
）

『後
十
抄
』
に
近
く
な
い
も
の
十
四
首

５‐
（８
Ｙ
５８
（５
）
ｏ５９
（４
Ｙ
７２
（４
Ｙ
７５
（Ｈ
Ｙ
７６
（９
Ｙ
８０
（４
Ｙ

８７
（６
Ｙ
８９
（９
）
ｏ９０
（４
Ｙ
９‐
（５
Ｙ
９３
（７
Ｙ
９５
（５
Ｙ
９９
（６
）

こ
う
し
て
見
る
と
、

『後
十
紗
』
に
近
く
な
い
も
の
も
か
な
り
あ
り
、

そ
れ
程
の
関
連
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。

し
か
し
、
近
く
な
い
も
の
の
中
十
二
首
は
、
そ
の
原
因
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
ず
５‐
．５９
。９０
は
、

『百
人

一
首
抄
』
引
用
の

『後
十
紗
』

が
、
解
釈
以
外
の
説
明
に
終
始
し
て
い
る
の
で
一
致
し
な
い
、
と
考
え
ら

れ
る
。

５‐
は

「か
く
と
だ
に
え
や
は
伊
吹
の
さ
し
も
草
」
の
伊
吹
山
に
つ

い
て
の
考
証
で
あ
る
。

５９
は

「や
す
ら
は
で
ね
な
ま
し
も
の
を
さ
夜
ふ
け

て
」
の

「
や
す
ら
ふ
」
が
、

「猶
豫
ス
ル
心
」
で
あ
る
と
し
て
、
猶
豫
と

い
う
疑
い
深
い
獣
の
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
９０
は

「見
せ
は
や
な
を
し

ま
の
あ
ま
の
袖
た
に
も
」
の
歌
が
歌
合
歌
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
血
涙
の

故
事
を

『蒙
求
』
の
本
和
玉
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

７２
・７５
。７６
・８０
。９３
・９５
。９９
は
、

『後
十
紗
』
が
三
光
院
実
枝
の

説
を
引
用
し
て
い
る
た
め
に
、

『百
人

一
首
秘
註
』
と

一
致
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
七
十
六
法
性
寺
入
道
前
関
自
太
政
大
臣
歌

「わ
た
の
原
こ
ぎ
出
て
見
れ
ば
久
方
の
」
は
、

『百
人

一
首
秘
註
』
で
は
、

Ａ
通

歌
ハ
回

「

引

一
義
ハ
翻

劉

釧

湘
「

劉

型

予
２

義
ハ
０
，パ

鞘

「

‥^例
馴
利
劉
ヲ
景
此
両
義
ナ
リ

人
の
ゝ
り
た
る
心

ハ
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○
サ
テ
大
海
原
へ
さ
と
舟
フ
を
し
出
し
て

よ
り
○
今
朝
の
○
舟
出
せ
し
な
き
さ
は

み
え
す
○
行
さ
き
の
日
湖
ｄ
倒
酬
Ы

見
え
す
○
蒼
海
○
ま
ん
ノ
ヽ
と
シ
テ

其
水
の
○
＊
＊
モ
な
き
也

秋
水
長
天
卜
共

一
色
卜
云
か
こ
と
し

（
＊
は
不
読
を
示
す
）

と
あ
り
、

『後
十
抄
』
で
は
、

後
十
抄
云
、
二
、
是

ハ
陸
地
ノ
眺
望
二
非
ス
。
舟
中
ノ
眺
望
也
。
武

蔵
野
ナ
ト
ハ
海
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
ト
云

ヘ
リ
。
和
田
原
ハ
海
Ｚ
ム
。
ワ
タ

ツ
ミ
ハ
海
神
也
。
原
ト
ハ
野
二
不
限
也
。
瀞
／
ヽ
ト
シ
テ
広
キ
心
也
。

久
堅
只
空
ノ
事
也
。
シ
ナ
テ
ル
、
フ
シ
テ
ル
、
シ
モ
ト
イ
フ
、
カ
ツ

ラ
キ
山
卜
云
モ
皆
此
類
厭
葡
也̈
。
惣
而
枕
詞

雀
十
細
ノ
有
モ
ア
リ
。

又
久
堅
卜
云
テ
ハ
空
ニ
ハ
成
マ
シ
キ
也
。
漕
出
テ
見
レ
ハ
ト
云
所
ニ

精
ヲ
入
ル
也
。
陸
通
ヨ
リ
コ
ソ
空
モ
ヒ
ト
ツ
ナ
レ
、
漕
出
テ
ミ
ル
ナ

ラ
ハ
限
モ
ア
ラ
ン
ト
思
ヒ
タ
レ
ハ
、
猶
ハ
テ
ノ
ナ
キ
ト
云
心
也
。
故

証
在
ヽ
到
川
刊
刹
ノレ‐
Ｈ
刈
刻
川
二‐
刻
Ｈ
コ
割
側
ｏ
舟
ヲ
漕
出
タ
ル
ハ
、

濁
翻
日
「
綱
Ч
И
引
副
刷
Ｊ
引
召
Щ
刊
烈
劃
翻
響
イ
ツ
コ
フ
ホ
ト
リ
ト
モ

ナ
ク
、
天
ト
ヒ
ト
ビ

一見
ユ
ル
ト
也
。

と
あ
る
。
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
注
意
し
て
み
る
と

一
致

し
な
い
の
は

一
行
日
以
後
の

「三
」
と
記
さ
れ
た
方
で
、
八
行
日
以
後
の

「故
前
右
」
の
説
は
、
か
な
り
の
部
分
が

『百
人

一
首
秘
註
』
と
重
な
る
。

「故
前
右
」
が
三
条
西
実
条
で
あ
る
こ
と
は
、

『百
人

一
首
抄
』
第
六
十

五
歌
の
注
に

「故
前
右
実
條
公
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。

『公
卿

補
人
』
に
よ
れ
ば
、
実
条
は
草
水
一
七
年

（
一
六
四
〇
）
十
月
四
日
右
大

臣
を
辞
し
、
同
月
九
日
六
十
六
歳
で
莞
じ
て
い
る
。
慶
安
二
年

（
一
六
四

九
）
に
講
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
通
村
の
注
に
お
い
て
、

「故
前
右
府
」
と

呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
。
ま
た
通
村
は
父
の
死
後
、
実
条

を
師
と
仰
い
で
い
た
事
実
も
あ
る
。　
一
方

「
三
」
と
は
、
そ
の
祖
父
で
三

光
院
と
称
さ
れ
た
三
条
西
実
枝
と
思
わ
れ
る
。

『後
十
妙
』
が
引
用
し
て

い
る

「故
前
右
」
の
説
は

『百
人

一
首
秘
註
」
と
重
な
る
が
、　
ヨ
こ
は

重
な
ら
な
い
と
い
う
現
象
は
、
全
般
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
前
述

の
七
首
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
三
」
の
説
で
あ
る
た
め
、
両
者
が

一
致

し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

８７
や
９９
の
一
部
の
よ
う
に

『後
十
妙
』
が
、

「後
十
紗
云
、
抄
、

此
歌
或
人
…
」
と

「抄
」
を
引
用
し
て
い
る
時
が
あ
る
。
何
の
抄
で
あ
る

か
不
明
だ
が
、
こ
の
時
も

『百
人

一
首
秘
註
』
と

一
致
し
な
い
。

以
上
を
除
外
し
て
い
く
と
、

『百
人

一
首
秘
註
』
と

『後
十
妙
』
が

一

致
し
な
い
も
の
は
５８
・９‐
の
み
で
あ
る
。
第
五
十
八
大
弐
三
位

「有
間
山

い
な
の
さ
さ
は
ら
風
ふ
け
は
」
に
、

『百
人

一
首
秘
註
』
は
、

一
此
歌
の
本
歌

ハ
人
丸

▲
し
な
か
鳥
い
な
野
を
行
ハ
有
間
山

夕
霧
立
ぬ
や
と
は
な
く
し
て

○
あ
り
ま
ハ
摂
国
也

○
心
ハ
○
松
に
吹
か
せ
ハ
こ
と
ノ
ヽ
敷
物
也

篠
ハ
風
を
モ
ツ
や
う
に
て
モ
タ
ヌ
物
也

○
我
レ
ヲ
お
も
ハ
ぬ
人
ヲ
う
ら
む
る
は
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ゐ
な
野
ヽ
篠
ヲ
さ
ら
ノ
ヽ
ト

風
の
ふ
く
や
う
也
０
風
な
け
れ
ハ

篠
も
う
こ
か
ぬ
也

９

寝

引

灘

封

振

○
そ
な
た
ゆ
へ
に
わ
か
心
ハ
う
こ
く
也

○
わ
す
れ
や
ハ
ス
ル
ハ
か
や
う
二
人
ヲ
ハ
わ
す
る
ヽ

物
に
や
卜
常
二
あ
た
リ
テ
の
こ
と
葉
也

○
出
そ
よ
ト
ハ
篠
一の
そ
よ
ノ
ヽ
め
く
也

と
注
し
て
い
る
。
上
三
句
の
序
詞
を
、
風
ゆ
え
に
篠
が
動
く
よ
う
に
、
そ

な
た
ゆ
え
に
わ
が
心
も
動
く
と
、
有
心
の
序
に
取
っ
て
い
る
。
対
し
て

雇
平
抄
』
で
は
、

後
十
抄
云
、
人
丸
ノ
し
な
か
と
り
猪
名
野
を
ゆ
け
は
有
間
山
夕
霧
た

ち
ぬ
宿

ハ
な
く
し
て
、
此
歌
ヲ
思

ヘ
リ
。
此
サ
ヽ
原
ノ
歌
序
歌
也
。

イ
テ
ソ
ヨ
上

ム
ハ
ン
タ
メ
ハ
カ
リ
ノ
序
也
。
是

ハ
上
ノ
道
具

ハ
カ
リ

用
二
立
タ
ル
詞
也
。
い
て
そ
よ
ハ
イ
テ
ヤ
ト
云
心
也
。
心
ヲ
ヽ
コ
シ

テ
驚
カ
ス
心
也
。
イ
テ
ト
句
ヲ
切
テ
人
ト
ミ
タ
ル
カ
ヨ
キ
也
。
風
フ

ケ
ハ
篠

ハ
ソ
ヨ
ク
物
也
。
ソ
コ
ト
モ
ナ
ル
物
也
。

と
、
い
て
そ
よ
と
言
う
た
め
だ
け
の
無
心
の
序
に
解
し
て
お
り
、
基
本
的

に
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。

『百
人

一
首
秘
註
』
の
よ
う
に
有
心
の
序
と
す
る
の
は
、
冷
泉
流

『米

沢
本
百
人

一
首
抄
』
や
、
素
性
不
明
の

『百
人

一
首
美
濃
抄
』
な
ど
少
数

派
で
あ
る

（注
９
）
。

『後
十
抄
』
の
よ
う
に
無
心
の
序
と
す
る
の
は
、

コ
示
祗
抄
』
や
そ
れ
を
受
け
継
い
だ

『幽
斎
抄
』
以
来
の
通
説
で
あ
る
。

第
九
十

一
後
京
極
摂
政
太
政
大
臣
良
経
の

「き
り
き
り
す
鳴
く
や
霜
夜

の
さ
む
し
ろ
に
」
の
歌
で
は
、

『百
人

一
首
秘
註
』
は
、

一
心
ハ
秋
に
な
リ
テ
新
涼
２
列
刺
川
Ⅵ
刊

側
劃
司
刻
劉
比
ハ
○
さ
む
し
ろ
二
衣
ヲ

か
た
し
き
て
も
そ
ゞ
ろ
さ
む
き
ナ
リ

況
や
秋
ふ
け
タ
ル
霜
夜
ナ
リ

○
此
霜
夜
は
か
り
さ
へ
あ
ら
ん
に

き
リ
ノ
ヽ
す
の
こ
ゑ
夜
さ
む
フ

も
よ
ほ
せ
ハ

サ
テ
モ
ひ
と
り
か
も
ね
ん
卜
也

○
き
リ
ノ
ヽ
す
よ
り
独
か
も
ね
ん
ま
て
自
然
の

金
作
也
其
故
ハ
衣
か
た
し
き
ひ
と
り

か
も
ね
ん
も
め
つ
ら
し
か
ら
す
只

一
首
の

と
り
な
し
に
よ
り
て
秀
逸
卜
成
也

と
な
っ
て
い
る
。

『後
十
紗
』
は
、

後
十
咎

ム
、
例
ョ
洲
Ｊ
引
塾
ヨ
翻
例
川
体
也
。
一尋
引
ノ
山
鳥
ノ
尾

ノ
歌
ヲ
下
二
含
テ
詠
り
。
秋
ハ
先
八
月
九
月
正
長
夜
ト
テ
一
入
襟
切

ナ
ル
時
分
二
、
コ
ョ
属
徹
織
■
憲
曇
璧
顧
５
■
ヨ
嗣
４
、
４
■
因
第
■

狭
延
ノ
下
二
吹
寄
也
。
サ
テ
次
第
二
霜
夜
二
成
タ
ル
体
也
。
何
ト
シ

テ
カ
鳴
サ
ン
ス
ル
ソ
ト
也
。
量

ハ
狭
延
二
近
ク
晴
ヨ
レ
ト
モ
、
人
ハ

ウ
ト
ク
テ
殊
更
独
寝
ナ
レ
ハ
明
シ
難
キ
也
。
夜
モ
長
ク
螢
モ
鳴
故
ニ

ネ
ラ
レ
ヌ
モ
ノ
ヽ
ア
ッ
マ
リ
タ
ル
ト
也
。

で
あ
る
。
双
方
、
き
り
ぎ
り
す
の
声
に
独
寝
の
辛
さ
が
ま
す
と
い
う
解
釈
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で
あ
り
同
じ
内
容
だ
が
、
傍
線
で
不
し
た
わ
ず
か
な
部
分
を
除
い
て
叙
述

が
似
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

『百
人

一
首
秘
註
』
は
簡
略
に
述

べ
て
い
る
が
、

『後
十
抄
』
は
、

『詩
経
』

（国
風

・
幽

・
七
月
）
の

「七
月
在
野
、
八
月
在
宇
、
九
月
〓
戸
、
十
月
蟻
蜂
入
我
抹
下
」
を
引
い

て
、
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
他
注
を
見
て
み
る
と
、

『幽
斎
抄
』
が

「又
毛
詩
播
蜂
入
我
沐
下
と
あ
り
」
と
い
う
形
で

『詩
経
』
を
引
用
し
て

い
る
。

以
上
の
二
首
を
検
討
し
て
み
た
結
果
、

『後
十
妙
』
は

『幽
斎
抄
』
に

近
い
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。

『幽
斎
抄
』
は
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
、
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
書
で
あ
る
。

『後
十
抄
』
が
そ
れ
に

近
い
こ
と
は
、
当
然
あ
り
う
る
。
却

っ
て
そ
れ
に
関
わ
ら
な
い
部
分
を
持

つ

『百
人

一
首
秘
註
』
に
、
独
自
な
様
相
が
見
受
け
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

『百
人

一
首
秘
註
』
と

『後
十
抄
』
と
の
関
係
が
、
き
わ
め
て
密
接
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
問
題
は
、

『百
人

一
首
秘
註
』
が
ど
の
よ
う
な

段
階
で
、
書
き
留
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『後
十
抄
』
は
、
慶
安
二
年
に
通
村
が
後
水
尾
院
達
に
講
じ
た
際
の
注

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『尚
嗣
公
記
』

（陽
明
文
庫
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

二
月

一
八
日
　
十
首
揮
丸
ま
で

四
月
九
日
　
　
十
五
首
三
条
右
大
臣
ま
で

四
月

一
四
日
　
十
五
首
一半
兼
盛
ま
で

五
月
四
日
　
　
十
五
首
公
任
ま
で

五
月

一
六
日
　
十
五
首
良
遅
ま
で

五
月
二
〇
日
　
十
五
首
俊
恵
ま
で

五
月
二
四
日
　
残
り
十
五
首

の
七
座
に
分
け
て
、
講
釈
さ
れ
て
い
る
。　
一
方

『百
人

一
首
秘
註
』
に
は
、

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
講
義
の
一
回
毎
を
示
す
ら
し
い
白
紙
が
所
々
に

あ
っ
た
が
、

『尚
嗣
公
記
』
の
記
録
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

『百
人

一
首
秘
註
』
が
、
慶
安
二
年
の
講
釈
の
メ
モ
と
は
考
え
に
く
い
。

『後
十
抄
』
と
内
容

。
叙
述
の
一
致
し
な
い
注
が
、

５８
・
９‐
の
二
例
あ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
よ
り
後
、

『後
十
紗
』
に
基
本
的
に
従
い

な
が
ら
も
、
新
見
解
を
加
え
つ
つ
為
さ
れ
た
講
義
の
メ
モ
、
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
実
枝

（
三
光
院
）
の
説
は

『百
人

一
首
秘
註
』
に
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
実
条

（故
前
右
府
）
の
説
は
含
ま
れ
て
い
た
。

実
峰

―

―

貧

下

―

些

積

―

―

中

―

実

条

（逍
逢
院
）

（称
名
院
）

（三
光
院
）
　

　

（故
前
右
府
）
　

　

―
通
村

‥
‐―
幽
斎
，‐―
通
勝
―
―

実
枝

（
三
光
院
）
は
、
幽
斎
の
師
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
注
を

ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
国
会
図
書
館
本

〈文
禄
五
年
２

五
九
六
）中
院

通
勝
自
筆
本
〉
や
、
陽
明
文
庫
蔵
本

〈文
禄
二
年
■

五
九
四
）九
条
植
通

の
本
奥
書
を
有
す
る
寛
茎

匹
干
２

六
六

一
）写
本
〉
が
、
現
存
し
て
い
る
。
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実
条
に
つ
い
て
は
、
百
人

一
首
を
講
じ
た
と
い
う
記
録
も
、
そ
の
百
人

一

首
抄
も
現
存
し
な
い
が
、

『後
十
抄
』
に

「故
前
右
」
の
説
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
か
ら
に
は
、
少
な
く
と
も
通
村
に
は
そ
の
講
義
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
結
局
、
あ
る
注
が
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
聴
聞
者
は

そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
筆
録
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
し
て
、
こ
の
現
象
は
説

明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

冒

人

一
首
秘
註
』
が
筆
録
さ
れ
た
の
は
、
慶
安
二
年
に

『後
十
紗
』

が
講
釈
さ
れ
た
時
よ
り
は
下
る
と
思
わ
れ
、
内
容

・
叙
述
も
少
し
異
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、

『後
十
抄
』
が
現
存
せ
ず
、
後
水
尾
院

『百
人

一
首

御
抄
』
の
引
用
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
日
、

『百
人

一
首
御
菖

に
全
く
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
ほ
ん
の
数
行
だ
っ
た
り
し
た
場
合
、

『百
人

一
首
秘
註
』
は

『後
十
抄
』
の
説
を
推
定
す
る
重
要
な
手
が
か
り

と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
講
義
の
際
、
聴
聞
者
が
ど
の
よ
う
な
メ
モ
を
取
る
か
に
つ
い
て

こ
の
資
料
は

一
つ
の
室
籠
一を
示
し
て
い
る
。
同
様
の
メ
モ
形
式
の
注
と
し

て
管
見
で
は
、
陽
明
文
庫
蔵
の

『百
人

一
首
聞
書
』
が
あ
る

（注
１０
）
。

こ
れ
は
後
水
尾
院
が
寛
文
元
年

（
一
六
六

一
）
に
、
禁
裏
で
講
釈
を
行
な

っ
た
際
の
メ
モ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
書
を
吏
に
調
査
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
古
典
講
義
の
実
態
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
１
）
国
文
学
資
料
館
　
請
求
記
号
二
二
五
―
九
―
二
　
紙
焼
写
真
本

Ｃ
一
〇

一
四
〇

（
２
）

『幽
斎
抄
』
の
序
説
は
、　
コ
盃
鵬
抄
』
系
の
序
説
を
わ
ず
か
に
増

補
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
①
歌
は
そ
の
増
補
部
分
に
あ
る
の
で
、

『幽
斎
抄
』
を
取
上
げ
る
。

（
３
）

『幽
斎
抄
』
は
、
吉
海
直
人
氏
翻
刻
の
、
新
藤
協
三
氏
蔵
寛
永
八

年

（
王
全
一三
）
版
本
を
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

『国
文
学
資
料
館
紀
要
』
第

一
四
号
　
一
九
八
八
年
二
月

（
４
）

『百
人

一
首
古
注
釈
の
研
究
』
所
載

（六
八
頁
）
の
本
文
使
用
。

田
中
宗
作
著
　
桜
楓
社
　
昭
和
四
十

一
年

（
５
）

コ
不
弾
沙
』
に
は
、
甲

〈文
明
十
年
２

四
七
八
）奥
書
〉
乙

〈明

応
二
年
■

四
九
二
）奥
書
〉
二
系
統
が
あ
り
、
乙
本
は
増
補
系
で
あ
る
。

こ
の
他
、
応
永
十
三
年

（
一
四
〇
六
）
二
条
満
基
奥
書
の
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
本
が
あ
る
が
、
内
容
は
乙
本
に
同
じ
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
応

本ヽ
書
写
本
を
用
い
る
。

（
６
）

『百
人

一
首
　
全
訳
注
』
に
よ
る
。　
有
吉
保
著
　
講
談
社
学
術

文
庫
　
一
九
八
三
年

一
一
月

（
７
）

『漢
書
』
巻
二
十
四
、
食
貨
志
第
四
上
。
他
に

『墨
子
』

『礼
記
』

（
８
）
陽
明
文
庫
本

（
一
四
二
―
七
七
）
に
よ
る
。

ま
た
、

『城
南
国
文
』
三
号

（昭
和
五
七
年

一
二
月
）
に
、
柳
瀬

万
里
氏
が
書
陵
部
本
を
翻
刻
し
て
お
ら
れ
る
。

（
９
）

（注
５
）
に
同
じ
。

（
１０
）
陽
明
文
庫
蔵

（
二
四
三
―
二
七
）
た
だ
し
、
詳
し
く
は
未
調
査
。

（本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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